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武田庄平 (東京農工大 ･農 ･比較心理学)
ALPan､Pendesa､Chl06を被験者として､2条件 (ブース内実験者同室+7対象物､プ
一女内実験者非同室+7対象物)を設定し､各被験者の砂の操作についての観察を行った.何れ
の条件も､30分間の寒験を各被験者 1セッショシずつ行った｡砂は､珪砂 (10kg)を用いた｡
また､Pendesaを除く3被験者にはその幼体も同室した｡実験の結果､幼体を同伴している被
験者においては､砂を操作している時間的割合の増加傾向が示された｡安易な類同化は避けるべ
･きであるが､ヒトの母親が子育てをする′にあたり､子供がいなかった時期に比べて格段におもち
ゃ等を自発的に操作するようになる (せざるを得ない)状態を思い起こさせる結果であった｡一
方､幼体が砂を操作する場面はみられなかったが､砂の操作のために導入されている対象物の操
作はみられた｡ーまた前年にも確認されたが､実験者の砂操作の結果できた砂の状態をさらに展開
させる操作を行うことも確認された｡つまり､反復応答的反応ではなく､発展自発的反応として
の物の形態の変化を意図的に生成する対象物加工の萌芽をみることができるし､ヒト幼児におけ
る不定型な対象物をかたちにする象徴的遊びに繋がるものと言える｡
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